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～

　
７

月
31日

（
日

）、
東

地
内

の
金

崎
水

辺
公

園
で

「
川

遊
び

フ
ェ

ス
タ

」
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

参
加

し
た

小
学

生
た

ち
は

、
カ

ヌ
ー

や
い

か
だ

に
乗

っ
て

川
で

の
遊

び
を

満
喫

し
ま

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

関
連

記
事

9ｐ
）

■
 八

頭
町

き
ら

め
き

祭
 …

…
…

…
…

…
 

２
～

3Ｐ
■

 隼
駅

ま
つ

り
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 4

～
5Ｐ

■
 農

業
委

員
紹

介
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

 6
～

7Ｐ
■

 ま
ち

の
話

題
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 8

～
9Ｐ

今
月

の
主

な
内

容
今

月
の

主
な

内
容

■
 八

頭
町

き
ら

め
き

祭
 …

…
…

…
…

…
 

２
～

3Ｐ
■

 隼
駅

ま
つ

り
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 4

～
5Ｐ

■
 農

業
委

員
紹

介
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

 6
～

7Ｐ
■

 ま
ち

の
話

題
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 8

～
9Ｐ



セニョール玉置ものまねショー

　　
「
第
７
回
八
頭
町
き
ら
め
き
祭
」
が
７
月

31
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
、
八
東
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
０
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　　
「
セ
ニ
ョ
ー
ル
玉
置
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
」
で

は
、
安
全
地
帯
の
玉
置
浩
二
さ
ん
、
谷
村

新
司
さ
ん
な
ど
有
名
人
に
す
ば
や
く
変
装

し
、
楽
し
い
ト
ー
ク
、
本
物
の
よ
う
な
歌
声

の
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
で
、
会
場
は
爆
笑
と
感

動
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
芸
能
披
露
で
は
、
八
東
平
成
太

鼓
、
市
場
少
年
キ
リ
ン
獅
子
ク
ラ
ブ
、
韓

国
横フ

ェ
ン
ソ
ン城

郡
の
子
ど
も
交
流
参
加
者
、
船
岡

中
学
校
合
唱
部
、
八
頭
町
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
や
こ

の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
も
の
を
発
表

し
ま
し
た
。

　　

各
種
団
体
や
軽
ト
ラ
市
に
よ
る
地
元
特

産
品
の
販
売
を
し
た
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
創
作
体
験
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
豊
か
な
海
づ
く
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
コ
ー

ナ
ー
で
も
多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　　

１
等
３
万
円
分
の
商
品
券
な
ど
が
当
た

る
「
き
ら
め
き
大
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
た
後
、

イ
ベ
ン
ト
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
合
併
以

後
、
八
東
地
域
で
は
初
め
て
と
な
る
花
火

が
約
１
５
０
０
発
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜

空
を
彩
り
ま
し
た
。

　　

な
お
、
今
年
は
、「
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
イ
ベ
ン
ト
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、

来
場
者
や
出
店
者
か
ら
多
く
の
義
援
金
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2◆YAZU
2011.9



きらめき大抽選会の假屋崎省吾
　　　　　　　　（セニョール玉置）（左） 韓国横城郡の子ども

市場少年キリン獅子クラブ 船岡中学校合唱部

●●●●●●●●●●●●

八東平成太鼓
八頭町女性団体連絡協議会
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エネルギッシュな輪舞 （ロンド） の踊り

　

８
月
７
日
（
日
）、
若
桜
鉄
道
「
隼
駅

を
守
る
会
」
主
催
に
よ
る
東
日
本
復
興
支

援
「
隼
駅
ま
つ
り
」
が
船
岡
竹
林
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
回
目
と
な
る
今
年
の「
隼
駅
ま
つ
り
」

は
、
震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
と
高
速
道

路
の
通
行
料
金
変
更
な
ど
が
影
響
し
た
た

め
か
、
昨
年
の
６
０
０
台
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
北
は
北
海
道
函
館
、
南
は
九
州
鹿

児
島
な
ど
全
国
各
地
か
ら
大
型
オ
ー
ト
バ

イ
「
隼
」
な
ど
が
４
０
０
台
以
上
集
結
し

ま
し
た
。

　

開
会
行
事
、
集
合
写
真
を
撮
っ
た
後
、

ラ
イ
ダ
ー
を
歓
迎
し
よ
う
と
隼
地
区
婦
人

の
有
志
に
よ
る
「
隼
音
頭
」
の
初
披
露
と

智
頭
町
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
輪
舞
（
ロ
ン

東日本復興支援「隼駅まつり」

スズキによる義援金の呼びかけ

エネルギッシュな輪舞 （ロンド） の踊り

隼地区婦人の有志による「隼音頭」
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ド
）」
に
よ
る
息
の
合
っ
た
演
舞
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
町
商
工
会
が
参
加
し
「
や

ず
軽
ト
ラ
朝
市
」
の
出
店
と
「
八
頭
ふ
る

さ
と
か
か
し
」
の
展
示
を
行
い
、
会
場
内

を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

ス
ズ
キ
・
キ
ャ
リ
ィ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
広

島
か
ら
駆
け
つ
け
、
関
連
商
品
の
販
売
と

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

隼
駅
を
守
る
会
西
村
昭
二
会
長
は
「
猛

暑
の
中
、
今
年
も
各
地
域
か
ら
た
く
さ
ん

の
ラ
イ
ダ
ー
に
来
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
た
い
。
ま
た
、
震
災
義
援
金
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。



6◆YAZU
2011.9

福地・野町

和
　
田
　
哲
　
也福

　
地

下峰寺・井古・稲荷・
下門尾・門尾・堀越

大門・花・郡家殿・
市谷・西御門

髙
　
木
　
健
　
治

門
　
尾

西
御
門

落岩・麻生

岡
　
垣
　
健
　
児

麻
　
生

上大坪・下大坪・奥
山上・口山上・上峰寺・

山田・山路・花原

土師百井・土師百井
二・石田百井・米岡・
国中一区・国中二区

田
　
中
　
喜
一
郎

丸
　
山
　
　
　
勉

大
　
坪

石
田
百
井

姫路・明辺・山志谷

勝
　
原
　
貴
美
恵

麻
　
生

下津黒・別府・
篠波・延命寺

池田・久能寺・
万代寺・上万代寺

入
　
川
　
　
　
壽

村
　
田
　
幸
次
郎

下
津
黒

久
能
寺

担当地区

郡 

家 

地 

域

覚王寺・東市場・
市場・上津黒　

下坂・奥谷・宮谷・
福本・郡家

衣
　
笠
　
春
　
壽

上
津
黒

郡
　
家

小
　
出
　
　
　
誠

職
務
代
理
者

村
　
上
　
　
　
孝

郡 

家 

地 

域
議会推薦郡家土地改良区推薦
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上南・日田・用呂

東一・東二・皆原

見槻中・西谷・見槻・
志子部

坂町・上町・
下濃・坂田

小
　
林
　
廣
　
志

竹
　
内
　
明
　
子

山
　
根
　
博
　
則

福
　
本
　
道
　
孝

日
　
田

徳
　
丸

西
　
谷

船
　
岡

重枝・北山・富枝・
志谷・中・稗谷・

細見・妻鹿野・横地

横田・茂田・才代一・
才代二・岩渕・鍛冶屋

福井・隼福・
上野・隼郡家

塩上・水口・船岡殿

岡
　
田
　
孝
　
明

中
　
川
　
文
　
雄

垣
　
本
　
多
賀
子

谷
　
口
　
與
理
幸

稗
　
谷

才
　
代

福
　
井

水
　
口

竹市・下徳丸・上徳
丸・島・下南・中南

安井宿・新興寺・
小別府

下町・破岩・新庄

大江・下野・橋本

多
　
内
　
　
　
茂

田
　
中
　
信
一
郎

鎌
　
谷
　
一
　
也

林
　
　
　
正
　
晴

島

小
別
府

船
　
岡

大
　
江

三浦・柿原・佐崎・
奥野・茂谷・清徳・
小畑団地・三山口

下日下部・上日下部

有
　
岡
　
正
　
裕

木
　
原
　
義
　
和

三
　
浦

日
下
部

会
　
長

職
務
代
理
者

担当地区

船 
岡 
地 

域

担当地区

八 

東 

地 

域

東部農業共済組合推薦

議会推薦 鳥取いなば農協推薦

議会推薦
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Topic of town

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

二
町
合
同
研
究
大
会

　

７
月
26
日
（
火
）、「
第
61
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
二
町
合
同
研
究
大
会
」
が

船
岡
公
民
館
で
八
頭
町
と
若
桜
町
の
合
同

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
住
み

よ
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
前
に
因
幡
船
岡
駅
か
ら
船
岡
公
民

館
ま
で
、
町
長
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
に
よ
る
広
報
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
愛

の
協
力
募
金
」
と
し
て
い
た
だ
い
た
賛
助

金
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
頭
町
は
「
災
害
時
の
情
報
交
換
に
関

す
る
協
定
」
を
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方

整
備
局
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
災
害
発
生
時
や
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
場
合
、
初
動
段
階
か
ら
国
土
交

通
省
と
町
が
緊
密
に
情
報
交
換
で
き
る
体

制
を
整
え
て
お
く
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
被
災
状
況
に
よ
り
現

地
情
報
連
絡
員
を
町
に
派
遣
し
、
国
と
町

が
綿
密
に
情
報
交
換
を
行
い
、
ま
た
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
状
況
の
迅

速
な
把
握
、被
害
の
発
生
及
び
拡
大
防
止
、

被
災
地
の
早
期
復
旧
そ
の
他
災
害
応
急
対

策
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を
行
い
、
円

滑
で
迅
速
な
応
急
対
策
が
図
ら
れ
ま
す
。

広報パレード

災
害
時
の
情
報
交
換
に
関
す
る
協
定

国
土
交
通
省
と
締
結

協定を手にする田中鳥取河川国道事務所長
（左）と平木町長

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
や
ぶ
さ
」　

　
　
　
　
　
　
お
披
露
目

　

８
月
６
日
（
土
）、
隼
駅
で
12
系
客
車

の
お
披
露
目
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
客
車
は
、
１
９
７
０
年
大
阪
万
博

を
機
に
登
場
し
、
全
国
各
地
を
走
行
。
そ

の
後
、夜
行
快
速
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
高
知
」

な
ど
と
し
て
運
転
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
隼
駅
を
守
る
会
（
西
村
昭
二

会
長
）
が
Ｊ
Ｒ
四
国
か
ら
譲
り
受
け
、
同

会
が
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
や
ぶ
さ
」
号
と

命
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
隼
駅
の
待
避
線
に
昨
年

北
陸
鉄
道
か
ら
譲
り
受
け
た
電
気
機
関
車

と
連
結
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
村
会
長
は
「
こ
の
車
両
は
、
県
外
か

ら
訪
れ
る
隼
ラ
イ
ダ
ー
の
休
憩
場
所
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
方
の
憩
い
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

お披露目式の様子
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Topic of town

川
遊
び
フ
ェ
ス
タ  

～
i n
八
東
川
～

　

７
月
31
日
（
日
）、
子
ど
も
た
ち
が
川

に
親
し
む
機
会
を
作
ろ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
「
川
遊

び
フ
ェ
ス
タ
in
八
東
川
」
が
東
地
内
に
あ

る
金
崎
水
辺
公
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

小
学
生
な
ど
70
人
が
川
の
楽
し
さ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
準
備
運
動
を
し
た
後
、

主
催
者
の
準
備
し
た
、
竹
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
で
「
い
か
だ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
水

質
検
査
、
い
か
だ
に
乗
っ
て
川
く
だ
り
、

カ
ヌ
ー
体
験
、
魚
の
つ
か
み
取
り
を
順
番

に
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
八
東
小
学
校
４
年
生
が

作
っ
た
「
牛
乳
パ
ッ
ク
い
か
だ
」
も
進
水
。

３
人
乗
っ
て
も
沈
没
す
る
こ
と
な
く
最
後

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
つ
か
み
取
り
し
た
ニ
ジ

マ
ス
を
塩
焼
し
、
参
加
者
全
員
が
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
「
初
め
て
カ
ヌ
ー

を
漕
ぎ
ま
し
た
。
最
初
は
同
じ
所
を
ク
ル

ク
ル
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
し
た
ら

前
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
乗

り
た
い
で
す
」「
魚
を
捕
ま
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
見
つ
け
て
追
い
か

け
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

船
岡
地
域
内
一
斉
清
掃

　

８
月
７
日
（
日
）、
午
前
７
時
か
ら
船

岡
地
域
全
域
で
「
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
「
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

町
」
を
目
指
し
て
、
平
成
12
年
か
ら
毎
年

８
月
の
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の
ご
み

拾
い
、
草
刈
り
、
草
取
り
な
ど
の
清
掃
活

動
に
25
集
落
、
約
１
５
０
０
人
の
住
民
が

一
斉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

各
集
落
で
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
建
設

業
協
会
船
岡
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
会
員

が
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
ポ
イ
捨
て

の
な
い
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

船岡地域の清掃活動

ひ
ま
わ
り
ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
作
戦

道
の
駅「
は
っ
と
う
」　
　

　
　
　
周
辺
の
清
掃
活
動

　

７
月
23
日
（
土
）、
町
内
外
か
ら
約

１
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

て
、
清
掃
活
動
「
ひ
ま
わ
り
ク
リ
ー
ン
ク

リ
ー
ン
作
戦
」（
郵
便
局
主
催
）
が
道
の

駅
「
は
っ
と
う
」
周
辺
と
用
呂
パ
ー
キ
ン

グ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
鳥
取
県
の
全
県
公
園
化
構

想
の
一
助
と
し
て
、
県
と
共
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
ひ
ま
わ
り
運
動
」
の
一
環
で
、

八
頭
町
を
「
ひ
ま
わ
り
」
の
よ
う
に
明
る

く
、
き
れ
い
で
、
力
強
く
、
住
み
よ
い
街

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
自
分
た

ち
の
住
む
町
を
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

み
ん
な
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
み
の
な

い
き
れ
い
な
ま
ち
を
目
ざ
し
ま
し
ょ
う
。 道の駅「はっとう」周辺の清掃

牛乳パックのいかだ いかだに乗って川くだり
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７
月
29
日
（
金
）
か
ら
８
月
２
日
（
火
）

ま
で
の
日
程
で
、
韓
国
横

フ
ェ
ン
ソ
ン城

郡
の
小
学

生
10
名
が
八
頭
町
に
来
町
し
ま
し
た
。

　

30
日
（
土
）、
隼
小
学
校
を
訪
問
し
学

校
体
験
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
韓
国
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏
、

そ
れ
に
こ
た
え
て
、
隼
小
学
校
４
年
生
に

よ
る
傘
踊
り
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
雨
も
降
り
少
し
寒
い
か
な
と

い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
が
プ
ー
ル
で
交
流交流会の様子

を
行
い
ま
し
た
。

　

横
城
郡
に
は
、
プ
ー
ル
の
あ
る
学
校
は

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
、
横
フ
ェ
ン
ソ
ン城

郡

庁
の
職
員
を
対
象
に

日
本
語
講
座
を
始
め

ま
し
た
。
受
講
希
望
者

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

30
人
近
く
も
申
し
込

み
が
あ
り
、
日
本
に
関

心
の
あ
る
人
、
ま
た
、

日
本
語
を
学
び
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
日
本

語
を
学
ん
で
い
る
外

国
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
国
籍
別
に
み
る
と
、
一
番
韓
国

人
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

近
年
、
日
本
は
韓
流
ブ
ー
ム
な
の
で
、

韓
国
ド
ラ
マ
が
た
く
さ
ん
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
Ｋ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
が
日
本

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
韓
国
語
に
興
味
を
持
つ
日
本
人
が
多
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
韓
国
も

同
じ
で
、
日
本
の
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
が
好

き
で
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
と
い
う
人

が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

韓
国
語
と
日
本
語
は
文
法
が
似
て
い
ま

す
し
、
発
音
が
似
て
い
る
単
語
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

例
え
ば
、「
家
族
」
を
韓
国
語
で
言
う
と

[

カ
ジ
ョ
ク]

、「
無
理
」
は[

ム
リ]

で
す
。

ま
た
、
日
本
語
と
同
じ
発
音
で
す
が
ぜ
ん

ぜ
ん
違
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
コ
グ
マ

(

小
熊)

」で
す
が
、

韓
国
で
は
「
さ

つ
ま
い
も
」
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

日
本
語
を
学

ん
で
い
る
人
に

文
法
に
つ
い
て

質
問
を
さ
れ
て

も
答
え
に
困
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

日
本
語
講
座
を
始
め
た
こ
と
で
、
改
め
て

日
本
語
の
難
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
か
ら
離
れ
て
生
活
を
す

る
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
、
習
慣
、
伝
統

な
ど
へ
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
人
と
し
て
、
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る

こ
と
は
と
て
も
責
任
が
重
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
事
前
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

浴
衣
の
着
付
け
を
習
っ
て
お
い
た
こ
と
は

正
解
で
し
た
。
初
回
の
講
座
の
時
に
浴
衣

を
着
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
好
評

で
し
た
。
着
付
け
が
上
手
で
は
な
い
の
で
、

き
れ
い
に
着
れ
て
い
た
か
ど
う
か
不
安
で

す
が
、
日
本
の
着
物
や
浴
衣
は
外
国
の
人

に
と
て
も
人
気
が
あ
る
の
だ
な
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
語
講
座
は
12
月
ま
で
続
く
予
定
で

す
。
受
講
生
の
日
本
語
と
私
の
韓
国
語
、

ど
ち
ら
の
上
達
が
早
い
か
な
？

韓
国
横
城
郡
庁
派
遣
職
員　

中
村　

孝
子

 
日
韓
子
ど
も

　　　　　

交
流
事
業
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八
頭
町
で
は
、
平
成

年
秋
に
全
集
落

20

を
対
象
に
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
基
盤
整
備
等
住
民

説
明
会
」
開
催
し
、
情
報
通
信
基
盤
整
備

に
つ
い
て
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
を
も
と
に
、
検

討
し
ま
し
が
、
約
６
億
６
千
万
円
の
町
負

担
金
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

平
成

年
４
月
に
、
地
域
情
報
通
信
基

21

盤
整
備
推
進
交
付
金
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付
金
）

に
対
す
る
支
援
内
容
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
、
ま
た
、
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
等
が

充
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
町
負
担
金
は
約

４
千
万
円
程
度
と
財
政
負
担
が
大
き
く
軽

減
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
５
月
下
旬
に
申
請

書
を
提
出
し
、
平
成

年
３
月
に
交
付
決

22

定
を
受
け
ま
し
た
。

早
速
「
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
住
民
説
明

会
」を
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
全
集
落

で
開
催
し
、
皆
さ
ま
の
家
庭
か
ら
工
事
承

諾
書
の
提
出
を
受
け
、（
株
）
中
電
工
に
よ

る
引
込
工
事
と（
株
）パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
の
宅
内
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
初
は

億
円
の
事
業
費
を
見
込
ん

23

で
い
ま
し
た
が
入
札
に
よ
る
減
額
な
ど
に

よ
り

億
５
４
３
７
万
円
の
事
業
費
で
町

20

負
担
金
は
４
３
１
６
万
円
で
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
が
完
了

し
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
大
雨
な
ど

異
常
気
象
時
に
防
災
行
政
無
線
放
送
が
安

定
し
て
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
が
整
備
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
の

有
効
活
用
の
一
環
と
し
て
、
姫
路
、
明
辺
、

山
志
谷
、
志
子
部
、
清
徳
、
佐
崎
で
携
帯

電
話
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
全
関
西
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
光
回
線
を
貸
与

し
、
希
望
す
る
ご
家
庭
で
は
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視

聴
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
緯
０
１
２
０－

－９３

１
９
６
８
）
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
全

関
西
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
緯
０
１

２
０－

９
６
８－

１
３
８
）
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
加
入
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の

会
社
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ACTV八頭放送局 9月放送予定

光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

光
ケ
ー
ブ
ル
のののののののののののののののののののののののののののののののののの

整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解

整
備
で
情
報
通
信
格
差
を
解
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消

―
八
頭
町
内
全
地
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
ま
し
た
―

番 組時 間
ケーブル屋お取り寄せ便06：00

６
時 健康体操06：30

下私都保育所訪問06：45
かかしと一緒に七夕まつり07：00

７
時 バードウォッチング07：15

安井宿 春祭り07：30
安部保育所 保護者会納涼祭08：00

８
時

技の彩08：15
八頭町きらめき祭08：30
隼駅まつり08：45
八東ふる里の森まつり09：00

９
時 ちまき作りとおはなし会09：15

隼から被災地へ！09：30
怖いけど知りたい体の話10：00

時
10 子育て支援センター 3地域交流会10：15

郡家ふれあい大学 開校式10：30
見つめてみよう植物の世界10：45
川遊びフェスタin八東川11：00

時
11 姫路公園まつり11：15

放射線カリスマ先生11：30
アスリート解体新書12：00

時
12

ケーブル屋お取り寄せ便12：30

番 組時 間

ザ･メイキングスペシャル13：00時
13

歴史街道 わたしたちの街の歴史と文化14：00

時
14 関西三関王14：15

ケーブル屋お取り寄せ便14：30

ザ･メイキングスペシャル15：00時
15

サイエンスフロンティア16：00
時
16

アスリート解体新書16：30
放射線カリスマ先生17：00

時
17

ケーブル屋お取り寄せ便17：30
船岡保育所訪問18：00

時
18 健康体操18：30

郡家ふれあい大学 開校式18：45
八頭町きらめき祭19：00

時
19 見つめてみよう植物の世界19：15

川遊びフェスタin八東川19：30
怖いけど知りたい体の話19：45
見つめてみよう植物の世界20：00

時
20 ちまき作りとおはなし会20：15

八東ふる里の森まつり20：30
かかしと一緒に七夕まつり20：45
安部保育所 保護者会納涼祭21：00

時
21 下私都保育所 訪問21：15

船岡はやぶさ祭21：30
サイエンスフロンティア22：00

時
22

ケーブル屋お取り寄せ便22：30
バードウォッチング23：00

時
23 歴史街道 わたしたちの街の歴史と文化23：15

関西三関王23：30

煙内容は、随時更新されます。ご了承くださ
い。

煙最新の内容は、テレビの電子番組表（テレビ
リモコンの「番組表」ボタンを押す）をご覧
ください。
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７
月
31
日(

日)

、
八
東
総
合
運
動
公

園
を
会
場
に
「
八
頭
町
子
育
て
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
頭
町
と
母
親
サ
ロ
ン
・
父

親
の
育
児
講
座
実
行
委
員
が
主
催
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
の
親
子

づ
れ
１
０
０
０
人
余
り
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
や
「
自
分
だ

け
の
う
ち
わ
作
り
コ
ー
ナ
ー
」「
木
工
品

づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」、
子
ど
も
服
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
た
い

焼
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
で
は
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
の
登
場
と
と
も
に
歓
声

が
上
が
り
、
中
に
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
躍
り
だ
す
子
ど
も
た
ち
も
お
り
、
目

の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
シ
ョ
ー
に
親
子

が
く
い
い
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
う
ち
わ
・
木
工
品
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
も
、
用
意
し
て
い
た
２
０
０
人
分
の

材
料
が
30
分
も
し
な
い
う
ち
に
な
く
な
る

程
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

八
頭
町
で
初
め
て
開
催
す
る
子
育
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
親
子
仲
良
く

過
ご
す
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
大
変

意
義
あ
る
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

し
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
家
族
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

７/   

31

　

母
親
サ
ロ
ン
実
行
委
員
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
　
朋
子

　

前
日
が
大
雨
だ
っ
た
の
で
、
天
気
が
気

が
か
り
で
し
た
が
、
続
々
と
人
が
集
ま
る

様
子
に
ビ
ッ
ク
リ
し
、
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。

　

母
親
サ
ロ
ン
の
実
行
委
員
は
み
ん
な
子

連
れ
。
し
か
も
少
人
数
。
限
ら
れ
た
条
件

の
中
で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
よ

う
考
え
ま
し
た
。
至
ら
な
い
点
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
楽
し
か
っ
た
の

で
「
ま
た
開
催
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
来
て
下
さ
っ
た
方
、
様
々
な
形
で
力

に
な
っ
て
下
さ
っ
た
方
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
い

き
ま
す
ね
。
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
等
も
募

集
中
で
す
。

うちわづくりコーナー



13◆ YAZU
2011.9

　

８
月
７
日
（
日
）、
船
岡
竹
林
公
園
を

会
場
に｢

あ
つ
ま
れ
、
父
ち
ゃ
ん
！
簡
単

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ｣

と
題
し
て
父

親
の
育
児
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
八
頭
町
と
父
親
の
育
児
講
座

実
行
委
員
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
18
家
庭
・
70
名
余
り
が
、
水
鉄
砲
作

り
や
、
そ
う
め
ん
流
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

水
鉄
砲
作
り
で
は
、
ま
ず
親
子
が
協
力

し
て
竹
を
切
り
、
竹
筒
と
ピ
ス
ト
ン
用
の 

竹
の
太
さ
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
作
り
ま

し
た
。
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
竹
筒
と
シ

リ
ン
ダ
ー
の
太
さ
を
調
節
す
る
の
が
難
し

く
、
水
を
吸
い
上
げ
た
り
、
勢
い
よ
く
飛

ば
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
何
度
も
作
り
直
す

な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
親
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
ん
と
か
、水
鉄
砲
を
完
成
さ
せ
る
と
、

そ
の
水
鉄
砲
を
使
っ
て
、
的
当
て
ゲ
ー
ム

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

一
度
で
的
の
お
菓
子
の
箱
を
倒
し
て
大

喜
び
す
る
子
ど
も
や
、
何
度
し
て
も
的
に

当
た
ら
ず
、
悔
し
く
て
何
度
も
挑
戦
す
る

子
ど
も
な
ど
、
大
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
の

的
当
て
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
め
ん
流
し
で
は
、
実
行
委
員
が
用

意
し
た
20
ｍ
を
超
え
る
長
さ
の
竹
で
「
そ

う
め
ん
流
し
」
を
行
い
ま
し
た
。
太
い
竹

を
利
用
し
た
本
格
的
な「
そ
う
め
ん
流
し
」

を
体
験
す
る
の
が
初
め
て
の
子
ど
も
た
ち

が
多
く
、
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
受
け

取
れ
ず
、
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
子
ど

も
や
、
途
中
で
独
り
占
め
し
て
し
ま
う
子 

ど
も
た
ち
な
ど
、
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
大
人
も
子
ど
も
も
「
そ
う
め
ん
流
し
」

水鉄砲作り

父
親
の
育
児
講
座

「
あ
つ
ま
れ
、
父
ち
ゃ
ん
!

　

簡
単
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
」
開
催
！！

８/   
 ７

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
材
料
の
野
菜
や
肉
を
親
子
で

仲
良
く
切
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

た
ち
で
準
備
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
包
丁
を
使
う
子
ど
も
た
ち
も
多

く
、
危
な
い
手
つ
き
な
が
ら
、
親
子
で
仲

良
く
準
備
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
と
て
も

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
「
そ
う
め
ん
流
し

が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
水
鉄
砲
は
、
あ
ま
り
水
が
飛
ば

な
か
っ
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
作

れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。
家
に
持
っ
て

帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
見
せ
た
い
で
す
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
お
父
さ
ん
は
「
普
段

は
子
ど
も
と
一
緒
に
何
か
を
作
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
う
い
う

機
会
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
。
水
鉄
砲

作
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
す
る
姿
を

見
て
「
お
父
さ
ん
も
結
構
や
る
な
ぁ
ー
」

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
て

み
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
の
一
番
熱
い
日
で
の
父
親
の
育
児
講

座
で
し
た
が
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど

の
親
子
の
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

父
親
の
育
児
講
座
で
は
、
10
月
23
日

(

日)

午
後
２
時
15
分
か
ら
八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
五
体
不
満
足
」

の
作
家
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
を
お
招
き
し
て

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

バーベキューの準備

そうめん流し
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八
頭
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
、

資
源
を
有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

各
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
回
収
し
、
液

肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
八
頭
町
内
で
27
集
落
が
こ
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
生

ご
み
の
分
別
回
収
を
す
る
エ
リ
ア
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
集
落
単
位
で
の
取
り
組
み

に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
集

落
に
は
、
町
が
各
家
庭
用
の
バ
ケ
ツ
（
13

リ
ッ
ト
ル
）
を
無
償
で
配
付
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
説
明
会
を
各
集
落
に
出
向

い
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
集

落
の
方
は
、
福
祉
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
実
　
施
　
方
　
法

①　

町
が
各
家
庭
に
蓋
付
き
の
バ
ケ
ツ
を

無
償
配
付
し
ま
す
。

②　

収
集
業
者
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

収
集
用
の
大
き
な
蓋
付
き
の
バ
ケ
ツ
を

設
置
し
ま
す
。

③　

家
庭
で
出
た
生
ご
み
は
、
各
家
庭
に

配
付
し
た
蓋
付
き
の
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
水
切
り
を
し
な

く
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
が
、
バ

ケ
ツ
を
運
ぶ
際
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す

の
で
、軽
く
水
切
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
を

除
く
）
に
回
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
集

日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
て
あ
る
大
き
な

蓋
付
き
の
バ
ケ
ツ
に
生
ご
み
を
投
入
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤　

収
集
業
者
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き

な
蓋
付
き
の
バ
ケ
ツ
を
回
収
し
、
新
し

い
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
帰
り
ま
す
。

無償配付される家庭用バケツ

●　

生
ご
み
の
分
別
回
収
に
よ
る
液
肥
へ
の
取
り
組
み　

●

　

家
庭
用
の

バ
ケ
ツ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
償
配
付

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

福
祉
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問合せ先

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

福
祉
環
境
課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

　
「
不
法
投
棄
対
策
監
視
カ
メ
ラ
」を
設
置

　

町
で
は
ご
み
収
集
場
所
や
道
路
・
個
人

の
所
有
す
る
土
地
等
に
無
断
で
廃
棄
物
を

捨
て
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
対
策

の
一
環
と
し
て
、
町
内
数
箇
所
に
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
の
な
い
美
し
い
町
を
守
る
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
環

境
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

◉
不
法
投
棄
を
行
っ
た
者
に
は
・・・

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
、
５
年
以
下
の

町内に設置された監視カメラ

懲
役
ま
た
は
１
千
万
円（
法
人
は
１
億
円
）

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

町内で回収された不法投棄物
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みんなで受けようがん検診、   
年１回受けようがん検診！！

  

平
成
22
年
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
日
本

人
は
約
35
万
人
で
、
日
本
人
の
２
人
に
１

人
が
が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が

ん
で
亡
く
な
る
時
代
を
迎
え
、
今
や
が
ん

は
国
民
病
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
多
く
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
が

ん
は
生
活
習
慣
、
生
活
環
境
の
見
直
し
に

よ
り
予
防
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
は
、
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
。
年
に
１

回
は
検
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
は
自
分

で
管
理
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

八
頭
町
で
は
、
総
合
検
診
や
巡
回
検
診

な
ど
で
が
ん
検
診
を
実
施
中
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

みんなで受けようがん検診、   
年１回受けようがん検診！！

対象者
検診方法 H21年度の

受診率(％ )集団 個別 クーポン

胃がん 40歳
以上 ○ ○＊1 28.3

大腸がん 40歳
以上 ○ ○＊２ 43.3

肺がん 40歳
以上 ○ 47.6

乳がん 40歳 以 上
の女性＊３

○ ○＊1 ○＊２ 22.3

子宮がん 20歳以上
の女性 ○ ○＊1 ○＊２ 28.8

※詳しくは各ご家庭にお配りしています集団がん検診受診

票、日程表をご覧ください。   

＊１ 医療機関検診（個別がん検診）の受付は、12月20日ま
でです。    　　　

     集団がん検診受診票をお持ちになり、各保健センター
窓口に直接お申し込みください。

＊２ 子宮がん・乳がん・大腸がんの正しい知識の普及とが
ん検診受診率向上のため「がん検診無料クーポン券付
きがん検診手帳」を該当の方に送付しています。

＊３ 偶数年齢の方が対象です。ただし、前年度未受診確認
済みの場合は、奇数年齢の方も受診できますので、各
保健センターに申し込みください。

★がん予防のための12か条★

国立がんセンター提唱

１　バランスのとれた栄養をとる

２　毎日変化のある食生活を

３　食べすぎを避け、脂肪は控えめに

４　お酒はほどほどに

５　たばこは吸わないように

６　食べ物から適量のビタミンと繊維
質

のものを多くとる

７　塩辛いものは少なめに、熱すぎる
も

のは冷ましてから

８　焦げた部分は避ける

９　かびの生えたものに注意

10　日光にあたりすぎないように

11　適度にスポーツをする

12　からだを清潔に

あなたをがんから守るのは、　　　
　

　　　そう！あなた自身です。
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全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
か
ら
13

年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
の
平
成
22
年
の
自
殺
者
数
は

１
７
８
人
（
警
察
統
計
）
で
、
平
成
21
年

よ
り
12
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
殺
に
よ
る
年
齢
調
整
死
亡
率（
別
表
）

に
よ
る
と
、
八
頭
町
は
、
平
成
19
年
、
20

年
で
は
鳥
取
県
や
全
国
よ
り
男
性
が
高
率

で
あ
り
、
ま
た
平
成
21
年
で
は
女
性
が
高

率
と
な
っ
て
お
り
「
い
の
ち
を
守
る
」
取

り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

み
ん
な
で
自
殺
予
防
に

　
　
　
　
　
取
り
組
も
う

　

多
く
の
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
様
々
な
悩
み
に

よ
り
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で

あ
り
、
そ
の
多
く
が
社
会
の
努
力
で
避
け

る
こ
と
の
で
き
る
死
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
殺
を
図
っ
た
人
の
直
前
の
心

の
健
康
状
態
を
み
る
と
、
大
多
数
は
う
つ

病
等
の
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
人
は
そ
う
多
く
な
い
と
い
う
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。

　

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
自
殺
の

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
や
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
相

談
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
地
域
の
き
ず
な
で
か
け
が
え
の
な
い

 　
　
　
　

い
の
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

 
９
月
10
日
～
９
月
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

～
９
月
10
日
は
自
殺
予
防
デ
ー
～
　

　

自
殺
の
サ
イ
ン 

（
自
殺
予
防
の
10
か
条
）

こころの健康づくり講演会のご案内

日時　9月12日(月)

　　　14時～ 15時30分(受付13時30分～ )

会場　船岡保健センター

講演　傾
けい

聴
ちょう

ってどんなこと？

　　　～話し手をこころよくするには～

講師　渡辺病院

　　　主任臨床心理士 木村一朗氏

　　　講演のほかストレス検査もあります

！！ 　

次
の
よ
う
な
サ
イ
ン
に
多
く
当
て
は
ま

る
場
合
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
．
う
つ
病
の
症
状
に
気
を
つ
け
る

　

好
き
な
こ
と
も
や
り
た
く
な
い
、
物
事

を
悪
い
方
に
考
え
る
、
眠
れ
な
い
、
食
欲

が
な
い
な
ど
う
つ
病
の
症
状
に
注
意
し
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

　

う
つ
病
で
は
頭
痛
、
肩
こ
り
、
め
ま
い

な
ど
様
々
な
身
体
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

３
．
酒
量
が
増
す

　

酒
量
が
増
し
て
い
く
場
合
は
、
う
つ
病

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

！！！！！！ ！ ４
．
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

　

ま
じ
め
だ
っ
た
人
が
借
金
す
る
よ
う
に

な
る
、
治
療
を
突
然
中
断
す
る
、
失
踪
な

ど
行
動
の
変
化
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

５
．
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き

な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

　

昇
進
な
ど
に
伴
い
、
責
任
の
増
加
が
負

担
に
な
り
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

６
．
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

な
い

　

問
題
を
抱
え
て
い
る
の
に
孤
立
で
気
づ

か
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

７
．
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を
失
う

　

職
、
地
位
、
家
族
、
財
産
な
ど
を
失
う

こ
と
が
生
き
る
意
味
を
見
失
い
か
ね
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

８
．
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

　

人
生
の
意
味
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

９
．
自
殺
を
口
に
す
る

　

自
殺
の
危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。「
死
ぬ
」
と
言
う
人
が
自
殺
し

な
い
と
い
う
の
は
誤
解
で
す
。

10
．
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

　

緊
急
の
危
険
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

（
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
・
労
働
者
の
自
殺
予
防

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
検
討
委
員
会
編
「
職
場
に
お
け
る

自
殺
の
予
防
と
対
応
」
厚
生
労
働
省
参
考
）

※年齢調整死亡率は人口10万人あたりの死亡率を

年齢構成の異なる地域間で比較するため調整した

ものです     

 

14����
2011.９

自殺による年齢調整死亡率(性別)人口動態統計

平成21年平成20年平成19年

女男女男女男

14.90.011.645.82.953.8八頭町

11.333.812.741.98.736.4鳥取県

11.131.511.330.511.230.9全 国
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入場無料

第 3 回 健康講座のご案内第 3 回 健康講座のご案内
 日　時 　9月21日（水）
　　　　  14：00 ～ 15：00

 会　場 　郡家保健センター
　　　　　（八頭町宮谷254番地１）

 内　容 　講　演
「バイバイたばこ！！　
　　　　COPDってなんのこと？」

 講　師 　鹿野温泉医院　医師
　　　　　木村　正美氏

　全 9 回講座を行います。
　３回参加ごとに記念品（八東保健センター
温水プール無料利用券）を進呈します。

 お問い合わせ先 　郡家保健センター
　　　　　　　　  ☎ 72 － 3566

入場無料

みなさまの
ご参加を

お待ちして
います。

１　特別児童扶養手当を受けることができる方
　20歳未満の身体または精神に中程度以上の障が
いのある児童を養育している父または母、もしくは
父母に代わってその児童を養育している方。
　ただし、次の場合は受けることができません。

　①　児童や、父または母、もしくは養育者が日本
に住んでいないとき。

　②　児童が、障がいを事由とする公的年金を受け
ることができるとき。

　③　児童が、児童福祉施設、知的障害者施設、身
体障害者施設等（通園・通所施設を除く）に入
所しているとき。

２　特別児童扶養手当の額
　児童１人につき障がいの程度が１級の場合は、
月額50,550円、２級の場合は月額33,670円です。
　受給者や、同居している親族の前年の所得が一定
額以上のときは、手当の支払いが停止されます。

３　特別児童扶養手当を受ける手続き
　郡家保健センターで受付しますので、該当の方
は請求の手続き（印鑑が必要）をしてください。

４　所得状況届の提出
　手当を受給している方は、9月9日（金）まで
に「所得状況届」を提出してください。未提出の
方は支払いが停止されます。

詳しくは郡家保健センターにお問い合わせください。

日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

1 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般
３ 歳 児 健 診 受付　12：30～12：45 郡家保健センター H20.７.1～H20.9.１生まれ

2 金 総 合 検 診 受付　08：30～10：00 船岡保健センター 検診案内のチラシをご覧ください
5 月 総 合 検 診 受付　08：30～10：00 八東体育文化センター 検診案内のチラシをご覧ください
6 火 総 合 検 診 受付　08：30～10：00 八東体育文化センター 検診案内のチラシをご覧ください
7 水 総 合 検 診 受付　08：30～10：00 八東体育文化センター 検診案内のチラシをご覧ください

8 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般
１歳６か月児健診 受付　12：30～12：45 郡家保健センター H22.1.21～H22.2.25生まれ

12 月 一 般 健 康 相 談 09：30～10：30 八東保健センター 一般
こころの健康づくり講演会 14：00～15：30 船岡保健センター 一般

13 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 船岡保健センター 一般

14 水 さわやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般
健診結果相談会 受付　13：30～13：50 船 岡 公 民 館 ８/22、23 健康診査受診者

15 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般
２歳児歯科健診 受付　12：40～12：55 郡家保健センター H21.4.16 ～ H21.6.15 生まれ

16 金 育 児 相 談 13：30～15：30 郡家保健センター 乳幼児

20 火
一 般 健 康 相 談 09：30～10：30 郡家保健センター 一般
こころの健康相談 09：30～10：30 郡家保健センター 一般
ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

21 水 健 康 講 座 14：00～15：00 郡家保健センター 一般
22 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般
26 月 総 合 検 診 受付　08：30～10：00 大江地区公民館 検診案内のチラシをご覧ください

27 火
一 般 健 康 相 談 09：30～10：30 船岡保健センター 一般
ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般
健診結果相談会 受付　13：30～13：50 大江地区公民館 9/2 健康診査受診者

28 水 健診結果相談会 受付　13：30～13：50 八東体育文化センター 9/5、6、7健康診査受診者

29 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般
６ か 月 児 健 診 受付　12：45～13：00 郡家保健センター H23.2.21 ～ H23.3.18 生まれ

30 金 巡 回 検 診 09：30～15：40 八 東 地 域 検診案内のチラシをご覧ください

特別児童扶養手当のお知らせ
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講座の様子

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
社
会
が
人
権

社
会
だ
と
思
っ
て
い
る
。
人

が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
に
は
、

様
々
な
権
利
が
あ
る
。
余
暇
を

楽
し
む
こ
と
も
一
つ
で
あ
る
、

例
え
ば
車
椅
子
の
人
た
ち
が
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
。

そ
れ
は
自
由
に
移
動
で
き
る
権

利
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
一
つ
ず

つ
の
人
権
。
思
い
や
り
や
優
し

さ
、
こ
れ
は
心
情
的
な
面
。
も

う
一
つ
は
具
体
的
な
様
々
な
幸

せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
、
そ
う
い
う
こ

と
が
世
界
的
な
人
権
の
考
え
方

で
あ
る
。
だ
か
ら
英
語
で
人
権

の
こ
と
を
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

（
複
数
を
表
す
Ｓ
が
つ
い
て
い

る
。）
と
い
う
。
数
え
ら
れ
る

権
利
を
き
ち
ん
と
数
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
目
に
見
え
て
実
現

さ
れ
る
も
の
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
英
語
で
も
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る
た

め
に
は
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
謳
わ
れ
て
い
る
の

が
世
界
人
権
宣
言
。
こ
れ
は

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省
の

も
と
に
生
ま
れ
た
。
若
い
と

き
、
戦
争
の
反
対
は
平
和
だ

　

７
月
22
日
（
金
）
部
落
解
放

同
盟
鳥
取
市
協
議
会
書
記
長
の

坂
根
政
代
さ
ん
に
「
県
内
で
相

次
ぐ
差
別
事
件
か
ら
学
ぶ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

同
和
地
区
施
設
流
布
事
件
な
ど

は
、
顔
の
見
え
な
い
、
陰
湿
悪

質
な
行
為
で
あ
る
。
差
別
を
ば

ら
ま
き
、
助
長
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
苦
痛
や
恐
怖
、
悲
し

み
を
当
時
者
に
与
え
て
い
る
。

平
成
14
年
に
「
地
対
財
特
法
」

が
失
効
し
た
。
一
般
対
策
へ
の

移
行
と
い
う
の
は
財
政
上
の
問

題
で
あ
る
。
一
般
対
策
を
活
用

し
て
差
別
の
実
態
を
な
く
し
て

い
く
と
い
う
同
和
行
政
を
行
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
同
和
行
政
、
人
権

行
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
権
と
い
う
の
は
思
い
や
り

や
優
し
さ
で
は
な
い
。
私
自
身

の
捉
え
は
、
人
が
幸
せ
に
生
き

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
生
き
ら
れ
る
こ
と
を

と
思
っ
た
。
平
和
の
イ
メ
ー

ジ
は
笑
顔
が
絶
え
な
い
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

人
の
命
は
同
じ
よ
う
に
重
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
人
生
が
あ

り
家
族
が
居
る
。
人
が
人
と

し
て
平
等
で
あ
り
対
等
で
あ

る
こ
と
を
世
の
中
に
行
き
渡

ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
が
人

権
と
い
う
こ
と
。
世
界
人
権

宣
言
が
生
ま
れ
て
か
ら
子
ど

も
の
権
利
条
約
や
女
性
差
別

撤
廃
条
約
な
ど
様
々
な
法
律

の
条
約
が
で
き
た
。
人
権
の

基
礎
に
は
反
差
別
と
い
う
考

え
方
が
あ
る
。
人
権
と
差
別

は
繋
が
っ
た
問
題
。
人
権
と

差
別
は
別
々
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ
講

演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
（
水
）、
鳥
取
県

ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

教
育
推
進
員
の
今
度
珠
美
さ
ん

に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
と

影
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、『
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

に
貼
っ
て
あ
る
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ー
ル
の
Ｚ
は
、
鳥
取
県
で

は
、
有
害
図
書
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
護
者
が
、
知
ら
な

い
う
ち
に
子
ど
も
に
持
た
せ
て

い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

暴
力
を
振
っ
た
り
、
生
き
物
を

殺
し
て
い
く
こ
と
で
自
分
が
偉

く
な
る
感
覚
を
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
ゲ
ー
ム
で
身
に
つ
け

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環
境

の
中
で
、
果
た
し
て
人
権
感
覚

が
育
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
。』

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

講師の今度さん
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八
東
隣
保
館

　

８
月
22
日
（
月
）
に
下
南
児

童
館
で
地
区
児
童
小
学
校
５
・

６
年
生
の
交
流
会
を
開
催
し
、

丹
比
小
学
校
９
名
と
八
東
小
学

校
４
名
の
児
童
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
仲

間
作
り
を
図
る
と
と
も
に
、
お

互
い
の
思
い
を
伝
え
合
う
な
か

で
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
立
ち
向

か
う
心
を
養
う
目
的
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
始
め
に
、
橋
本
館

長
の
話
を
聞
き
、
そ
の
後
、
清

水
義
隆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
木

を
使
っ
た
工
作
を
作
り
ま
し

た
。「
一
人
ひ
と
り
が
違
う
作

品
が
出
来
上
が
っ
て
当
然
で

す
。
み
ん
な
が
個
々
の
人
権
を

大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
（
土
）
に
下
南
児

童
館
で
英
会
話
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
月
１
回
、
少
人
数

橋本館長の話

の
参
加
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
始
め
は
た
い
ぎ
そ
う
に
英

語
を
勉
強
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
最
近
は
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
英
語
を
勉
強

し
た
い
児
童
は
、
下
南
児
童
館

（
☎
84

－

２
２
２
８
）
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

工作の様子

英会話教室

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

　

小
学
校
６
年
生
、
中
学
生
、

教
員
、
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
の

計
28
名
で
奈
良
県
御
所
市
の
水

平
社
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。

以
前
は
高
速
道
路
が
少
な
か
っ

た
の
で
非
常
に
時
間
を
か
け
て

い
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
３
時

間
少
々
で
行
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
技
術
の

進
歩
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　

御
所
市
人
権
セ
ン
タ
ー
で
昼

食
、
休
憩
後
、
１
９
２
２
年

に
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光
あ
れ
」
と
高
ら
か
に
人
間

の
尊
厳
と
平
等
を
う
た
い
上
げ

て
、
創
設
さ
れ
た
全
国
水
平
社

の
歴
史
を
保
存
し
、
人
権
情
報

発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
水
平
社
博
物
館
の

見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

水
平
社
博
物
館
は
子
ど
も
達

だ
け
の
見
学
で
は
理
解
す
る
の

が
難
し
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説

明
で
良
く
分
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
２
階
の
テ

ラ
ス
で
西
光
寺
、
川
の
改
修
等

の
説
明
を
熱
心
に
し
て
下
さ
い

ま
し
た
が
、
聞
く
方
は
と
て
も

暑
く
て
大
変
だ
っ
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

　

１
９
２
２
年
３
月
３
日
、
京

都
市
岡
崎
公
会
堂
で
全
国
水
平

社
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
堂
内
が
熱
気
に
満
ち
、
参

加
者
が
感
動
に
震
え
た
創
立
大

会
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

フ
ァ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
ア
タ
ー
等

を
見
学
し
御
所
市
人
権
セ
ン

タ
ー
に
帰
り
、
西
光
寺
住
職
の

お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

西
光
寺
住
職
は
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
、
人
間
は
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
あ
り
、
良
い
所
を
見

つ
け
自
分
の
命
を
大
切
に
す
る

こ
と
、友
達
を
大
切
に
し
、困
っ

た
時
に
相
談
で
き
る
良
い
仲
間

を
作
る
こ
と
、
世
間
の
間
違
っ

た
も
の
さ
し
に
振
り
回
さ
れ
な

い
こ
と
、
西
光
万
吉
の
水
平
社

結
成
の
思
い
等
を
熱
く
語
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

「
人
間
に
上
下
は
な
く
水
平
で

み
な
平
等
で

あ
る
」
と
う

た
っ
た
歴
史

に
皆
さ
ま
も

ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
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ぞ
う
さ
ん
カ
ゴ
作
り
教
室

　
　
　
　
　
　
丹
比
地
区
公
民
館

八東公民館船岡公民館 郡家公民館郡家公民館

船岡いづみ句会 郡家謡曲研究会
⑮

　毎月第３月曜日、午後１時半より船岡公民館で勉強
しています。
　俳句は、いつでもどこでも場所を取らず紙と鉛筆
があれば出来ます。又俳句を考えることは頭を使いま
すので脳の活性化にも良いと思います。
　五句作って来て皆でどれがよいかと選び合います。
私の俳句を誰が取ってくれるかという楽しみもありま
すし、後で俳句について皆で思うことを言い合って勉
強します。いろんな話しが飛び出して楽しい一時を過
ごしています。日本語を使っている私達には何の準備
もいりません、簡単に作れます。どなたでも気軽に句
会を見に来てください。大歓迎です。

　

７
月
３
日
（
日
）、さ
じ
ア
ス
ト
ロ
パ
ー

ク
で
「
も
っ
と
！
星
の
こ
と
を
知
ろ
う
」

と
〝
星
を
見
る
会
〟
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム
で
、
夏
の
星
座
や

観
測
の
仕
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

日
本
最
大
級
の
大
型
望
遠
鏡
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
天
文

の
展
示
な
ど
を
じ
っ
く
り
見
学
し
、
宇
宙

の
不
思
議
を
体
験
し
ま
し
た
。

な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾
in

さ
じ
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク

　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る
「
石
畳
編
み
で
ぞ

う
さ
ん
カ
ゴ
」
作
り
教
室
を
、
７
月
16
日

（
土
）、
18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）
の
３
回

に
わ
た
り
行
な
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
青
谷
町
日
置
地
区
公
民
館
主
任

の
塩
と
み
子
さ
ん
を
招
き
、
参
加
者
11
人

が
挑
戦
。
参
加
者
は
「
指
先
が
痛
く
な
り

大
変
だ
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
、
満
足
そ
う

に
作
品
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

作品を前に塩講師（中央）と参加者

大望遠鏡の前で

『高砂や此
こ

の浦
うら

船
ぶね

に帆
ほ

を上げて』
　今は、あまり耳にしなくなりましたが婚姻、寿賀、
新築などお祝いの席で多く謡われてきました。
　このような伝統芸能を継承しようと郡家謡曲研究
会を発足させ（郡家文化研究会の一員として）活動
をしてまいりました。
　現在、発表の場は敬老会、秋の公民館祭の２回で
すが会員６名で頑張っております。腹の底から発声
するので健康維持にも役立っており練習も楽しみな
時間です。
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女
性
教
養
講
座
受
講
生
募
集

サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
・

　
　
　
　
星
空
観
察
会
開
催

　

７
月
21
日
（
木
）
に
「
郡
家
ふ
れ
あ
い

大
学
」
を
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で

開
催
し
、
約
１
０
０
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
生
き
生
き
と
素
敵
に
年
を

重
ね
る
た
め
の
運
動
術
」
と
い
う
題
で
、

F
itn

ess Ja
-

ん
ぐ
る
運
動
指
導
員
の
木

原
い
ず
み
さ
ん
に
、
講
演
と
運
動
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
木
原
さ
ん
の
動
き
に
合
せ

て
、
楽
し
そ
う
に
運
動
し
て
い
ま
し
た
。

運
動
し
て

      

生
き
生
き
と

郡
家
ふ
れ
あ
い
大
学

　

子
ど
も
お
も
し
ろ
体
験
事
業
の
一
環
と

し
て
、
７
月
23
日
（
土
）
に
サ
バ
イ
バ
ル

ク
ッ
キ
ン
グ
、
７
月
29
日
（
金
）
に
星
空

観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
手
打
ち

う
ど
ん
を
作
り
、
竹
で
作
っ
た
自
家
製
の

箸
と
器
を
使
っ
て
食
事
し
ま
し
た
。

　

星
空
観
察
会
は
、
遠
い
星
空
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、
星
座
を
学
び
、
天
体
望
遠

鏡
を
使
っ
て
観
察
し
ま
し
た
。

こどもシアター

★
9
月
17
日
（
土
）

　
　

      

10
：
00
～
12
：
00 

◎
一
休
さ
ん

　

「
イ
ン
コ
と
千
燈
供
養
」

◎
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

　

｢

ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
と
ゴ
ラ
ミ｣

　
　
　

 

み
ん
な
見
に
来
て
ね
。

船
岡
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

　

船
岡
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

た
と
の
声
が
あ
り
、
各
地
区
公
民
館
と
協

議
し
、
地
域
の
連
携
・
健
康
維
持
の
た

め
、
２
回
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
計
画
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を

７
月
18
日
（
月
）
に
船
岡
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
を
ボ
ー
ル
に
ぶ
つ
け
て
い
ま

し
た
。
真
剣
な
中
に
も
笑
顔
が
あ
り
和
や

か
な
ム
ー
ド
で
楽
し
み
、
引
き
締
っ
た
好

プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
、優
勝
７
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
井
・
隼
福
・

上
野
上
・
上
野
・
隼
郡
家
）
と
準
優
勝
６
ブ

ロ
ッ
ク
（
上

町
・
下
濃
・

坂
田
・
薬

師
）
の
結

果
で
し
た
。

★
９
月
18
日
（
日
）

　
　

      

10
：
00
～
11
：
40 

◎
映
画
ド
ラ
え
も
ん

「
の
び
太
の
人に

ん

魚ぎ
ょ

大だ
い

海か
い

戦せ
ん

」

伝
説
の
人
魚
の
剣
を
め
ぐ
っ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
大
冒
険

物
語
で
す
。

こどもシアター

郡家ふれあい大学の様子

サバイバルクッキングの様子星空観察会の様子

ソフトボール大会の様子

　

秋
は
、
10
月
16
日
（
日
）
船
岡
竹
林
公

園
芝
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
全
ブ
ロ
ッ
ク
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
の
趣
味
・
教
養
を
広
げ
て
い
た
だ
く

た
め
、
女
性
教
養
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ミ
ニ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
で
す

の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

開
催
回
数 　

第
４
回
目
（
６
回
／
年
）

 

内
　
　
容 　

ミ
ニ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

 

日
　
　
時 　

10
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
間
程
度

 

会
　
　
場 　

船
岡
公
民
館　

２
階
研
修
室

 

講
　
　
師 　

前
田　

富
美
子
さ
ん

 

参 

加 

費 　

無
料

（
た
だ
し
、
材
料
費
と
し
て
７
０
０
円
程

度
集
金
し
ま
す
。）

 

定
　
　
員 　

18
名
程
度

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。）

 

申
込
期
限 　

９
月
24
日
（
土
）

 

申 

込 

先 　
船
岡
公
民
館
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
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郡家図書館  八頭町宮谷 256-4  ☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡 539-1  ☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山 48-1    ☎（0858）84-6622

http :// l ibrary .town.yazu.tottor i . jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら ▼

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

郡家図書館
　１　人たらしの流儀� 佐藤������優
　２　一矢ノ秋��居眠り磐音江戸双紙�　� 佐伯　泰英
　３　史記　５� 北方　謙三
　４　湖底の城　２� 宮城谷昌光
　５　万里の長城� 加古　里子
　６　ぼくの仕事場は富士山です� 近藤　光一

船岡図書室
　１　酔いどれて候４　武士の一言� 稲葉　　稔
　２　働かないアリに意義がある� 長谷川英祐
　３　何かのために� 一色　正春
　４　想い出あずかります� 吉野万理子
　５　つらい腰痛・膝痛が楽になる� 中村　耕三
　６　にっぽん妖怪大図鑑

八東図書室
　１　なでしこ力� 佐々木則夫
　２　マラソンに賭けた半生� 君野　弘明
　３　蠅の帝国� 帚木　蓬生
　４　ブック・ジャングル� 石持　浅海
　５　切り紙１２か月　� 今森　光彦
　６　クツカタッポと三つのねがいごと　エミリー・ロッダ

ネットでかんたん！
         本の検索・予約ができます
～予約本の連絡はメールが便利です～

　　図書館のホームページ、 携帯版サイトから八頭

町３つの図書館 （室） の所蔵資料の検索ができま

す。

　　また、 八頭町利用者カードの番号とパスワードを

入力すると、 図書 ・ 雑誌等の予約申込、 貸出 ・

予約状況の確認、 メールアドレスの登録 ・ 変更等

ができます。

　　予約本のご用意ができ次第、 受取館から連絡

いたします。 連絡は電話などのほか、 メールで受

けることもできます。 特に携帯メールですと、 いつ

でもどこでも連絡を受けられるので大変便利です。

　メールアドレスの新規登録 ・ 変更は図書館カウン

ターのほか、 図書館のホームページ、 携帯版サイト

からも行えます。

　　ぜひご登録ください！

もっと便利な図書館活用術

～レファレンスサービス～
�Q．レファレンスサービスって何？
A． 利用者の方より、 必要な資料や情報を求め

られた際、 図書館員が検索 ・ 提供 ・ 回答し、
手助けを行うサービスです。

Q．どんなことでも聞いていいの？
A．可能な限り、お応えします。まずは、なん

でも聞いてみてください。

9 月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
　 　 　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 　

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室

日にち
時　間

９月３日（土）
①10:30 ～
②15:30 ～

9月28日（水）
16:00 ～

９月４日（日）
15:00 ～ 15:30
９月28日（水）
16:00 ～ 16:30

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

   本 の宅配サービス   本 の宅配サービス

　　高齢 ・ 病気・ ケガなどで図書館 （室） や移動

図書館車をご利用できない方へ、 宅配サービスをし
ています。 （月 2回程度、 お届けしています）
　　希望される方は、 お近くの図書館 （室） にお
電話でご相談ください。
＊条件によっては、 ご希望に沿えない場合もござ
います、 ご了承ください。
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消
費
生
活
相
談
シ
リ
ー
ズ
　
③

「
内
職
商
法
」
に
注
意

  

相
　
談
　
事
　
例

　

夫
の
勤
務
し
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
、

夫
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
毎
日
通
っ
て
い

ま
す
が
、
未
だ
に
就
職
先
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
私
も
パ
ー
ト
先
を
探
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

あ
る
日
業
者
か
ら
「
デ
ー
タ
入
力
の
仕

事
を
し
ま
せ
ん
か
。
毎
月
20
万
円
は
稼

げ
る
よ
う
仕
事
を
発
注
し
ま
す
。
た
だ

し
、
仕
事
に
は
当
社
専
用
ソ
フ
ト
が
必

要
で
す
の
で
購
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。」

と
勧
誘
を
受
け
ま
し
た
。

　

夫
婦
と
も
に
就
職
先
が
見
つ
か
ら
ず
不

安
で
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
、
業
者
の
「
毎

月
20
万
円
は
稼
げ
る
よ
う
仕
事
を
発
注
す

る
」
と
の
説
明
を
信
じ
て
、
専
用
ソ
フ
ト

を
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ソ
フ
ト
購
入
後
数
回
の
発

注
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
ま
っ
た

く
発
注
が
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
に
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
問
い
合
わ
せ
て
み
る

と
、
誤
字
脱
字
が
多
い
な
ど
と
言
い
が

か
り
を
つ
け
て
発
注
を
断
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
上
、
仕
事
完
成
分
に
つ
い
て

も
誤
字
脱
字
を
理
由
に
支
払
い
を
拒
絶

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
業
者
へ
完
成
分
を
送
付
す
る

際
に
誤
字
脱
字
は
ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
し
、
ど
こ
に
誤
字
脱
字
が
あ
る
の

か
業
者
に
説
明
を
求
め
て
も
全
く
応
じ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
。
仕
事
を
も
ら
え
な
い
な

ら
専
用
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
。
契
約
を
解
約
し
て
払
っ
た
お
金

を
返
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

 

上
田
雅
稔
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

本
件
の
よ
う
な
販
売
手
法
を
「
内
職
商

法
」
と
い
い
ま
す
。
内
職
商
法
と
は
、「
内

職
を
紹
介
す
る
」
と
持
ち
か
け
仕
事
道
具

と
し
て
高
額
な
教
材
や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

等
を
買
う
よ
う
求
め
て
お
き
な
が
ら
実
際

に
は
内
職
の
紹
介
を
行
わ
な
い
と
い
う
、

い
わ
ば
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
た
め

の
悪
質
な
販
売
手
法
で
す
。
今
回
の
よ
う

な
内
職
商
法
被
害
は
今
後
も
相
当
数
発
生

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

　

ま
ず
、
本
件
は
、
特
定
商
取
引
法
に
よ

り
規
制
さ
れ
て
い
る
「
業
務
提
携
誘
引
販

売
」
に
該
当
し
、
法
定
書
面
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
20
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。次
に
、「
毎

月
20
万
円
は
稼
げ
る
よ
う
仕
事
を
発
注
し

ま
す
。」
な
ど
と
真
実
と
異
な
る
内
容
の

説
明
を
行
い
、
ソ
フ
ト
購
入
を
勧
め
、
消

費
者
は
こ
の
説
明
が
真
実
で
あ
る
と
誤
信

し
て
購
入
し
て
お
り
「
不
実
告
知
」（
特

定
商
取
引
法
９
条
の
２
）
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
契
約
を
取
り
消
し
支
払
っ
た
お
金

の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
は
「
毎
月
20
万
円
は
稼

げ
る
よ
う
仕
事
を
発
注
し
て
も
ら
え
る
」

と
の
誤
っ
た
認
識
が
動
機
と
な
っ
て
ソ
フ

ト
を
購
入
し
て
お
り
、
錯
誤
を
理
由
に
契

約
の
無
効
を
主
張
し
て
支
払
っ
た
お
金
の

返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
民

法
95
条
本
文
）。

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る

場
合
に
は
、
従
来
は
販
売
契
約
を
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
等
し
て
解
消
し
て
も
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
は
存
続
し
て
し
ま
い
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
へ
の
支
払
義
務
が
残
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
販
売
会
社
が
倒
産
し
た

場
合
等
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
既
に

支
払
っ
た
お
金
の
返
還
に
応
じ
な
い
ば
か

り
か
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
金
未
払
い
分
を
裁
判

に
よ
り
請
求
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

く
、
消
費
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し

て
支
払
い
停
止
の
抗
弁
を
主
張
し
て
今
後

の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
に
と
ど
ま
り
、
既

に
支
払
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
金
を
返
還
し

て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
の
割
賦
販
売
法
改

正
に
よ
り
、
商
品
の
購
入
ご
と
に
後
払
い

の
申
し
込
み
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
個
別
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
つ
い
て
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
行
使
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
定
書
面
を
受
領
し

て
か
ら
20
日
以
内
に
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
を
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き

（
割
賦
販
売
法
35
条
の
３
の
11
）、
か
か
る

場
合
に
は
販
売
契
約
も
同
時
に
解
除
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
既
に
支
払
っ
た
お

金
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
個
別
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
締
結

に
際
し
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
契
約
す

る
都
度
販
売
会
社
の
勧
誘
方
法
を
調
査
す

る
義
務
を
負
い
、
不
当
勧
誘
行
為
に
よ
る
販

売
契
約
に
対
し
て
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
組

む
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
の
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し
て
か
か
る
義
務
違

反
を
理
由
に
既
に
支
払
っ
た
お
金
の
返
還
を

求
め
る
際
に
交
渉
が
そ
の
分
有
利
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
は
、
支
払
っ
た
お
金
を
返
し
て
も

ら
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
返
還
し
て
も
ら
え
る
ケ
ー

ス
が
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
対
応
方
法
等
は
役
場
企
画
課

（
☎
76

－

０
２
０
３
）
ま
た
は
、
鳥
取
県

東
部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
０
８
５
７

－

26

－

７
６
０
５
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
36
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏
期
講
座
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
頭
町
同
和
教
育
指
導
員　
谷

　本
　　　　昭

　

は
じ
め
に

　

部
落
差
別
の
撤
廃
と
基
本
的
人
権
の
確

立
を
め
ざ
す
す
べ
て
の
人
々
を
対
象
に
し

た
「
第
36
回
部
落
解
放
・
人
権
西
日
本
夏

期
講
座
」
が
、
６
月
23
日
・
24
日
、
太
陽

と
緑
の
国
・
温
暖
に
て
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
、
南
国
宮
崎
の
地
で
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
宮
崎
市
民

文
化
ホ
ー
ル
の
２
会
場
同
時
進
行
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
で
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て

口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳

の
噴
火
に
よ
る
一
連
の
災
害
が
発
生
し
、

県
民
に
与
え
た
被
害
と
不
安
、
産
業
が
受

け
た
大
き
な
打
撃
、
悲
し
く
、
つ
ら
く
、

苦
し
い
現
実
の
中
で
夏
期
講
座
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
に
、
県
民
の
共
に
力
を
合
わ
せ

て
乗
り
越
え
て
、
解
決
し
て
ゆ
く
元
気
と

勇
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
部
落
解
放
運
動
が
始
ま
っ
た

の
は
、
今
か
ら
34
年
前
の
１
９
７
７
年
で

あ
り
、
１
９
７
５
年
に
は
宮
崎
県
同
和
教

育
研
究
協
議
会
が
発
足
し
て
お
り
「
子
ど

も
や
孫
に
は
差
別
は
残
さ
な
い
」「
差
別

の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
」
を
合
言
葉
に
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
か

ら
の
解
放
、
人
権
が
確
立
さ
れ
、
真
に
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
に
置
い
て
も
「
宮
崎
県
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
方
針
」
に
基
づ
き
、
行
政
は
も

と
よ
り
、
県
民
、
企
業
、
関
係
団
体
等
と

の
連
携
・
協
働
の
も
と
に
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
「
県
民
総
力
戦
」
で
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
、
２
日
間
の
講
座
を
通
し
て
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
宮
崎
を
は
じ
め
全
国
で
学
校

や
職
場
、
地
域
で
の
差
別
発
言
、
日
々
の

生
活
の
中
で
の
差
別
事
象
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
サ
イ
ト
へ
の
書
き
込
み
、

不
動
産
購
入
時
に
お
け
る
差
別
調
査
、
結

婚
や
就
職
時
に
お
け
る
身
元
調
査
、
弱

者
や
幼
児
児
童
を
対
象
に
し
た
虐
待
等
、

様
々
な
差
別
や
人
権
侵
害
が
後
を
絶
た
な

い
の
が
現
実
で
す
。

　

こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、

他
人
事
と
思
わ
ず
に
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
問
題
と
し
て
関
心
を
も
っ
て
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
無
関
心

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

 

　　

講
座
概
要
（
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

　

２
会
場
同
時
進
行
で
開
催
さ
れ
た
た

め
、
他
会
場
の
講
座
の
様
子
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
会
場
は
満
席
と
な
り
、
参
加
者

の
熱
い
眼
差
し
と
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
４
種
の
テ
ー
マ
設
定
の
も
と
講

演
を
い
た
だ
き
、
共
に
学
び
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
質
疑
、
応
答

の
時
間
が
な
く
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。

　

テ
ー
マ
設
定
の
１
つ
で
あ
る
「
宮
崎
に

お
け
る
部
落
差
別
の
現
実
」
に
つ
い
て
、

部
落
解
放
同
盟
宮
崎
県
教
育
対
策
部
長
の

仮
谷
龍
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
内
容
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
学
１
年
の
時
、
ム
ラ
に
オ
ル
グ
が
入

り
、
部
落
解
放
運
動
を
し
よ
う
と
投
げ
か

け
ら
れ
た
。
推
進
派
の
青
年
層
と
何
を
今

さ
ら
の
高
齢
者
に
分
か
れ
た
が
、
青
年
層

が
押
し
切
る
形
で
部
落
解
放
運
動
が
始

ま
っ
た
。

　

最
初
の
行
政
へ
の
要
求
は
、
火
葬
場
の

移
転
と
、
そ
の
跡
地
を
子
ど
も
た
ち
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。当
時
、

子
ど
も
た
ち
は
火
葬
場
や
屠(

と)

場
で

遊
ん
で
い
た
。
火
葬
場
の
敷
地
の
中
に
唯

一
の
広
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
遊
ん
だ
。
部
落
差
別
の
中
で
、

ム
ラ
の
人
々
は
就
職
・
教
育
の
機
会
均
等

か
ら
締
め
出
さ
れ
、
不
安
定
な
厳
し
い
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

　

子
ど
も
に
は
、
ま
と
も
な
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
、
差
別
に
負
け
ず
、
差
別
を
跳

ね
返
す
強
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

親
の
願
い
を
結
集
し
て
保
育
園
が
で
き

た
。
解
放
運
動
を
通
し
て
ム
ラ
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
。

　

お
わ
り
に

　

人
権
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
お
り
、
よ
り
複
雑
で
困
難

な
問
題
が
次
々
と
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
身
近
な
課
題

と
し
て
と
ら
え
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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「
社
会
福
祉
法
人
や
ず
」
は
平
成
９
年

10
月
に
設
立
さ
れ
、
高
齢
者
の
介
護
施
設

「
老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か
」
を
郡
家
町

宮
谷
に
開
設
し
ま
し
た
。
八
頭
町
の
皆
様

に
は
開
設
時
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
23
年
７
月
現
在
で
「
介
護

老
人
保
健
施
設
す
こ
や
か
」「
ケ
ア
ハ
ウ

ス
す
こ
や
か
」「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
こ
や
か
」
に
加
え
、
平
成
23
年
４
月
に

開
設
し
た
「
介
護
老
人
施
設
き
た
や
ま
」

の
４
施
設
と
「
通
所
介
護
事
業
所
す
こ
や

か
」「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
事
業
所
す
こ
や
か
」

「
訪
問
介
護
事
業
所
す
こ
や
か
」「
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
す
こ
や
か
」
の
４
事
業
所

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
、
平
成
23

年
７
月
現
在
で
２
２
１
名
で
す
。

　

人
権
研
修
に
つ
い
て
は
、
春
と
秋
に
１

回
ず
つ
実
施
し
て
お
り
、
研
修
内
容
は
同

和
問
題
と
身
近
な
人
権
問
題
を
中
心
に
し

て
い
ま
す
。
人
権
研
修
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
役
場
人
権
推
進
課
に
、
開
催

方
法
、
実
施
内
容
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。研
修
の
方
法
と
し
て
、

①
ビ
デ
オ
研
修　

②
講
演　

③
参
加
型
研

修
等　

の
中
で
法
人
と
し
て
ど
れ
を
選
ん

で
や
れ
ば
よ
い
か
。
①
に
つ
い
て
は
、
ビ

デ
オ
貸
出
先
を
教
え
て
も
ら
う
。
②
に
つ

い
て
は
、
研
修
の
講
師
と
し
て
八
頭
町
同

和
教
育
指
導
員
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な

ど
し
て
い
ま
す
。
③
は
、
実
施
す
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

研
修
の
時
間
は
、
午
後
５
時
30
分
か
ら

６
時
30
分
ま
で
と
し
、
参
加
対
象
者
は
職

員
全
員
と
し
て
い
ま
す
。
開
設
当
初
は
参

加
率
が
50
％
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
80
％
台
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
研
修
日
を
２
日
設
定
し
、
い

ず
れ
か
の
日
に
出
席
す
る
こ
と
に
し
た
こ

と
と
、
研
修
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
２
日
間
の
研
修
に

つ
い
て
は
、
講
師
の
先
生
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
権
研
修
の
開
催
ま
で
の
流
れ
は
、
①

開
催
日
時
及
び
場
所
の
決
定　

②
研
修
内

容
の
検
討　

③
講
師
依
頼　

④
職
員
へ
の

周
知
な
ど
で
す
。
①
に
つ
い
て
は
、
開
催

１
か
月
前
に
他
の
行
事
と
の
重
複
を
避
け

て
予
定
日
を
計
画
し
ま
す
。
②
と
③
に
つ

い
て
は
、
役
場
人
権
推
進
課
、
鳥
取
県
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
等
と
打
ち
合
わ
せ
て
最

終
決
定
し
ま
す
。
④
に
つ
い
て
は
、
開
催

案
内
を
職
員
玄
関
へ
掲
示
し
、
朝
礼
で
周

知
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
職
員
の
人
権
意
識
の
向
上
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
向
上
の
た
め
に
人
権
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
や
ず　

同
和
教
育
推
進
委
員

　

９月は
　「身元調査お断り
　　　運動推進強調月間」
　身元調査とは、結婚や就職のときに、本人
に関する情報（生まれ、家柄、親の職業など）
を本人の知らないところで、自ら知人などに

「聞き合わせ」をして調べたり、調査会社に
依頼して調査することです。
　身元調査は、プライバシーの侵害であると
ともに、同和地区出身者や在日外国人、過去
に病歴を持つ人などが不当に差別的な扱いを
受けるといった人権侵害につながるものです。
　また、新たな差別意識を植え付けたり、差
別意識を助長するなど、その影響も大きいも
のがあります。
　鳥取県では、身元調査そのものを住民の立
場から依頼も協力もしないことを目指した「身
元調査お断り運動」を推進しています。
　一人ひとりが「身元調査は依頼しない、自
分もしない。聞き合わせを受けても応じない」
という態度や行動をとるよう心がけましょう。
 私たちみんなの力で差別につながる身元調
査をなくし、お互いの人権が尊重される社会
を築きましょう。

ハンセン病回復者の方々が入所されて
いる瀬戸内の島を訪ねてみませんか？ 

参 加 者 募 集
　岡山県にある国立療養所に入所されている

方による講演会及び施設見学を通じてハンセ
ン病への理解を深めていただくため、参加者
を募集します。

実施月日　10月14日（金）8：30 ～ 19：30

訪 問 先 　国立療養所長
な が し ま あ い せ い え ん

島愛生園

　　　　　邑
お く こ う み ょ う え ん

久光明園（住所：岡山県瀬戸内市邑久町虫明）

募集人員　24名（応募者多数の場合は初めての方優先）

応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、訪

問経験の有無を記載し、はがき、封書、FAX

などで、下記申し込み先へお送りください。

募集期限　９月26日（月）

参 加 費　無料（ただし、昼食代が別途必要）

問い合わせ・申し込み先　

　鳥取県東部総合事務所福祉保健局

　〒680-0901鳥取県鳥取市江津730番地

　☎0857-22-5694　FAX 0857-22-5669
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外国語指導助手（ALT）の紹介
２学期から町内の小中学

校に外国語指導助手（ALT）

として、グロスベック・ギャ

レットさんが来町されました。

これからいろいろな所で

お会いする機会があると思

います。その時は、どうぞ

よろしくお願いします。

素敵な恋を見つけませんか
ＨＡＰＰＹ ＴＲＡＩＮ
東部4町合同結婚推進事業

独身男女の出会いと交流の機会を創出する

ため、東部４町（岩美・智頭・八頭・若桜町）が

合同で結婚推進イベントを開催します。

日 時 10月16日(日)11:00～14:30

会 場 若桜駅構内（国鉄１２系客車内）

内 容 ①自己紹介②昼食③フリートーク

④カップリング等

募集対象
男性：岩美・智頭・八頭・若桜町に在住の

概ね25歳～45歳くらいの独身の方

女性：概ね25歳～45歳くらいの独身の方

募集人員 男女各20名

(応募多数の場合は、抽選)

※ 女性はバス送迎（鳥取駅～若桜駅）有。

【行き】鳥取駅9:50→郡家駅10:10→若桜駅

申込方法 ①氏名②年齢③性別④郵便番号

⑤住所⑥電話番号⑦（女性の方のみ）バス利

用の有無（有の場合：乗車駅）を明記のうえ、

はがき、FAX、またはE-mailでお申し込みく

ださい。

申込締切 ９月29日（木）必着

参加費 2,000円（当日集金いたします。）

その他 昼食は構内施設でバーベキュー。

申込・問い合わせ先
八頭町役場企画課緯76-0210または、

若桜町役場企画財政課

〒680-0792八頭郡若桜町大字若桜801-5

緯82-2231 FAX82-0134

E-mail：kikaku@town.wakasa.tottori.jp

八
頭
町
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

西

村

昭

二

⃆

若
桜
鉄
道
⃆

町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内
のののののののののののののののの
観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光
地地地地地地地地地地地地地地地地
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介

町
内
の
観
光
地
紹
介

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

若
桜
鉄
道
は
、
大
正

年
の
改
正
鉄
道
敷
設
法

11

に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
郡
家
駅
よ
り
若
桜
を
経
て

八
鹿
附
近
へ
至
る
鉄
道
と
し
て
山
間
を
貫
く
ル
ー

ト
で
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

郡
家
駅
～
隼
駅
間
が
昭
和
５
年
１
月

日
、
折

20

返
し
運
転
と
し
て
開
通
し
、
そ
の
年
の

月
１
日

12

隼
駅
～
若
桜
駅
が
開
通
。
郡
家
駅
～
若
桜
駅
間

・
２
㎞
が
運
転
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

19
若
桜
か
ら
八
鹿
の
山
間
部
の
ル
ー
ト
は
、
昭
和

年
後
半
ま
で
は
、
施
設
予
定
線
と
し
て
消
え
ず

45に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

年
の
歴
史
の
内
に
は
、
昭
和

年
の
国
鉄
民

80

62

営
化
に
よ
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
若
桜
鉄
道
株
式
会

社
と
し
て
営
業
が
は
じ
ま
り
、
平
成

年
４
月
よ

21

り
新
た
に
上
下
分
離
方
式
と
し
て
、
再
出
発
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
７
月
、
若
桜
鉄
道
関
連
施
設

20

が
、
一
括
し
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登

録
さ
れ
て
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

「八頭町陶芸同好会合同発表会」
開催のお知らせ

八東・船岡・郡家の三地区陶芸同好会が、

日頃から丹精込めて作り上げた作品を出展

します。皆様のご来場をお待ちしています。

期 日 ９月10日（土）９時～17時

９月11日（日）９時～16時

会 場 八東公民館（才代）

*OGPSNBUJPO

グロスベック・
ギャレットさん

隼隼隼駅駅

10月から午後５時に放送

10月から防災行政無線の夕方のチャイム

が、午後５時に放送されます。

【夕方のチャイム放送時間】

10月～３月は午後５時、

４月～９月は午後６時
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シニア就業支援プログラム事業
（厚生労働省鳥取労働局委託事業）

人材登録会員募集！
【登録料、年会費など一切無料】

鳥取県シルバー人材センター連合会では、

55歳以上の健康で働く意欲がある方の『技

術・技能・資格・ノウハウ等』を登録し、登

録者の就業ニーズと企業・団体等の求人情報

を収集・登録して照合し、合致した情報を双

方に提供し、地域社会に密着した雇用・就業

や社会参加を支援する『シニア就業支援プロ

グラム事業』（厚生労働省鳥取労働局より委

託）を実施しています。

申し込み・問い合わせ先
(社)鳥取県シルバー人材センター連合会

米子市角盤町１丁目76番地

（ＮＴＴ西日本米子支店ビル２階）

TEL（0859）37－2531

FAX（0859）37－2537

「調停なんでも相談会」の開催
鳥取地区調停協会では、下記の日程で、民

事・家事の調停委員による「調停なんでも相

談会」を開催します。

お金や土地・建物のトラブルなど民事上の

争いごとや、夫婦間の問題や遺産の分割など、

家庭内のもめごとについて、裁判所で行われる

調停手続き等について相談に応じます。

相談は無料で、秘密は厳守されますので、

お気軽にご利用ください。

日 時 ９月22日（木）10：00～15：00

場 所 とりぎん文化会館 第５・６会議室

問い合せ 鳥取地方・家庭裁判所事務局総務課内

鳥取地区調停協会事務局

緯（0857）22－2171

喜寿記念樹の希望者募集

社団法人鳥取県緑化推進委員会は、今年喜

寿を迎えられる方の長寿をお祝いするととも

に、身近な環境の緑化を推進するため、次の

とおり記念樹の希望者を募集します。

【応募条件等】
配布する記念樹 紅梅（高さ80㎝程度の接ぎ木苗）

応募資格
昭和10年１月１日から12月31日までに生

まれた鳥取県内居住者。

応募者数 先着100名

応募方法
ハガキに「喜寿記念樹の配布を希望する。」、

郵便番号、住所、氏名、生年月日、電話番

号、「緑化・樹木・喜寿等への想いを一言」記

載し、郵送してください。

応募期間 ９月1日（木)～９月15日（木）

※８月31日以前と９月16日以降の消印は無効

応募・問合せ先
(社)鳥取県緑化推進委員会

〒680－8570 鳥取市東町一丁目220番地

（鳥取県農林水産部森林・林業総室内）

緯（0857）26－7416

土地境界に関する無料相談会の開催
鳥取県土地家屋調査士会では、土地の境界

に関する相談と土地・建物の表示に関する登

記の相談を無料でお受けします。お気軽にご

利用ください。

日 時 ９月10日（土）10：00～16：00

会 場 鳥取福祉文化会館

問い合わせ先
鳥取県土地家屋調査士会事務局

緯（0857）22－7038

「エコ工作コンテスト」作品募集！
身の回りから出た廃物を利用した「エコ工

作コンテスト」への出展作品を募集します。

応募対象 県東部地域在住の小学生

応募締切 ９月26日（月）必着

詳細は、組合ホームページ「麒麟の王国」

（http://www.east.tottori.tottori.jp）

または、鳥取県東部広域行政管理組合事務

局総務課企画係緯(0857)20－0293へお尋

ねください。

オオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタムムムムムムムムムムムムムムジジジジジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボ宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝くくくくくくくくくくくくくくオータムジャンボ宝くじじじじじじじじじじじじじじじ
○賞金1等と前後賞合わせて2億5,000万円
1 等 １億5,000万円×13本
前後賞 各 5,000万円

○販売期間 9月26日(月)～10月14日(金)
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備 考入園料に含ま
れるもの

入園料開園日品種名品目 3歳未満幼児小学生大人

・平日は要予
約
・15名以上の
団体は要予
約

園内では
食べ放題

無料500円600円700円

８月27日(土)、28日(日)
９月03日(土)、04日(日)、10日(土)、
９月11日(日)、17日(土)、18日(日)、
９月19日(月)、23日(金)、24日(土)、
９月25日(日)
10月0１日(土)、02日(日)、08日(土)、
10月09日(日)、10日(月)

し ん じ ゅ

な

し

あ き ば え

しゅうれい

二 十 世 紀

あ き づ き

・平日は要予
約
・15名以上の
団体は要予
約

ぶどう １房無料400円500円600円

９月03日(土)、04日(土)、10日(土)、
９月11日(日)、17日(土)、18日(日)、
19日(月)、23日(金)、24日(土)、
25日(日)

10月01日(土)、02日(日)、8日(土)、
10月09日(日)、10日(月)

ピ オ ー ネ
ぶ
ど
う

・完全予約制くり １kg無料1,000円

９月23日(金)、24日(土)、25日(日)銀 寄

く
り 10月01日(土)、02日(日)、08日(土)、

10月0９日(日)、10日(月)
筑 波 他

・40名以上の
団体は要予約

・団体割引あり

園内では
食べ放題

無料300円400円500円
９月23日(金)～

ジ ョ ナ
り
ん
ご

早 生 ふ じ

10月23日（日）～ふ じ

*OGPSNBUJPO

●指定管理施設
船岡竹林公園（西谷食材供給施設（夢竹）を含む）

（八頭町西谷564番地1）

○応募資格
応募できるのは、法人その他の団体です。任意

団体やＮＰＯ法人、また複数の団体（又は個人）

が一つの組織を構成して、応募することができま

す。なお、申請の資格として、法人では町内に主

たる事務所を置く必要があります。

○指定管理者が行う業務
①施設の維持管理業務

②使用の許可、使用料金の徴収等

③施設の利用促進

④その他施設運営業務

○指定管理期間
平成24年４月１日から平成27年３月31日まで

の３年間

○募集要項等配布について
募集要項は八頭町役場産業観光課及び各支所産

業建設課の窓口でお渡しします。

募集要項等の配布は、平成23年９月５日（月）か

らです。

○説明会の開催について
平成23年９月15日（木）午前９時00分から八頭

町役場２階第１会議室で説明会を開催します。

参加を希望される方は、事前に八頭町役場産業

課または各支所産業建設課へ申し込んでください。

○応募方法
応募書類は次の受付期間内に直接八頭町役場産

業観光課へ提出してください。

○応募の受付期間
平成23年10月11日（火）から平成23年10月31

日（月）までの土・日・祝日を除く午前８時30分

～午後５時00分の間

詳しくは、八頭町ホームページをご覧になるか八頭

町役場産業観光課（緯76－0208）へお問い合わせく

ださい。

指指指指指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定定定定管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理定管理者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集募集
町では、現在指定管理を行っている施設について、指定管理者の更新を平成24年４月に行います。
これに伴い、次の施設について指定管理者を募集します。

開園時間 10時～16時

駐 車 場 無料

ト イ レ あり

問い合わせ先 フルーツ総合センター（道の駅はっとう）緯84－3870
ＪＡ鳥取いなば八東支店営農経済課 緯84－3322
はっとうフルーツ観光園 緯84－6030

平成23年度 ははははははははははははははははっっっっっっっっっっっっっっっっととととととととととととととととううううううううううううううううフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツ観観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光光園園園園園園園園園園園園園園園園 開開開開開開開開開開開開開開開開園園園園園園園園園園園園園園園園日日日日日日日日日日日日日日日日・・・・・・・・・・・・・・・・入入入入入入入入入入入入入入入入園園園園園園園園園園園園園園園園はっとうフルーツ観光園開園日・入園料料料料料料料料料料料料料料料料料
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知って得する「農業者年金」

ɜQ：農業者年金には税制面で何かメリット
はありますか？

ɜA：お支払いいただいた保険料は全額社会
保険料控除の対象になるので、税金が
安くなります!

加入者が支払った保険料は、納税申告の

際、その全額が社会保険料控除の対象となり

ますので、所得税・住民税が節税になります。

節税額は適用される税率や保険料額に

よって差がありますが、支払った保険料の

15％以上になります。

また、保険料などの年金資産は農業者年金

基金が運用していますが、その運用収益は非

課税です。

さらに、将来受け取る農業者年金は、公的

年金等控除の対象となり、65歳以上の方であ

れば、公的年金等の合計額が120万円までは

非課税です。

つまり、公的年金として支払時から受取時

まで税制面の優遇措置が付いています。

奥様などご家族の方の保険料を、ご主人が

自身の保険料と併せて支払った場合も、その

すべての保険料額がご主人の社会保険料控

除の対象になります。

農業者年金には、①国民年金の第1号被保

険者で②年間60日以上農業に従事する③60

歳未満の方ならどなたでも加入できます。

詳しくは、農業委員会事務局緯84－1227

へお問い合わせください。

猫の避妊・去勢奨励事業

猫の避妊・去勢奨励事業を希望する方は、

役場と各支所に備え付けの「申込はがき」に

必要事項を記入のうえ11月15日までに申込

書を獣医師会に郵送してください。

獣医師会は、避妊又は去勢が適当と認める

方（予定数125頭：申し込みが多い場合は抽

選。）に事業対象とする旨の通知をします。

獣医師会から通知を受けられた方は、平成24

年1月末日までに県内の動物病院に通知書を持

参し、避妊又は去勢の手術を受けてください。

手術を受けた方は、通常の料金から避妊手

術にあっては5,000円、去勢手術にあっては

3,000円を引き去りした額を動物病院に支

払ってください。

問い合わせ先
社団法人 鳥取県獣医師会緯(0857)53－4300

鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫

鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
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不要な果実は早めに撤去し
鳥獣を引き寄せる要因を

除去しましょう
～学生人材バンクがお手伝い～

収穫期をすぎて、梨、柿などをいつまでも

放置しているとクマ、サル、イノシシなどの

エサとなり、鳥獣の生息域に含まれてしまう

恐れがあります。

鳥獣を引き寄せる要因となる不要な果実の

除去作業を若者が無料（よろしければお礼と

して、収穫した果実の一部を参加者に差し上

げて下さい。）でお手伝いをします。

農家公認「梨ドロボー」
出荷シーズンの終わった果樹園で未収穫

のままの梨を除去します。

農家公認「柿ドロボー」
家の周りにある柿の木に未収穫のまま

残っている柿を除去します。また、クマが

柿の木に登れないようするため、トタンを

幹に巻きつけたり、木の枝を剪定します。

問い合わせ先
鳥取県農山村ボランティア事務局

特定非営利活動法人 学生人材バンク

緯（0857）37－3373

定例農業委員会の開催について

開 催 日 9月13日（火）午後１時30分～

開催場所 八頭町役場八東支所 第1会議室

提出先・問合わせ先
八 東 支 所 農業委員会事務局 緯84－1227

八頭町役場 産業観光課 緯76－0208

船 岡 支 所 産業建設課 緯72－3973

申請書は、毎月25日までに提出してくださ

い。翌月の定例農業委員会で審議します。
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若桜鉄道に乗ろう！
回数券・定期券購入金額の

約５％を還元!!

八頭町では、平成23年９月１日から若桜鉄

道の回数券か定期券を購入された方に八頭広

域ポイントカード会の「お買物券」により約

5％の利益還元をします。

この「お買物券」は八頭広域ポイントカー

ド会各加盟店で利用できます。

なお、平成23年９月１日以降は、これまで

行っていた「かえるカード」でのポイント付

与は行いません。

「お買物券」の発行ができるのは、次の駅で

回数券か定期券を購入された場合です。

若桜駅･丹比駅･八東駅･安部駅･隼駅（垣田

商店）･因幡船岡駅･八頭高校前駅（賀川商店）

※郡家駅では「お買物券」を発行できません。

ご注意ください。

※JR線内の料金分は付与されません

（例）八東駅～八頭高校前駅の３ヶ月通学定

期（29,760円）を購入された場合、お買物

券で1,500円分還元されます。

問い合わせ
八頭町役場企画課 緯76－0210

若桜鉄道㈱ 緯82－0919

入 札 結 果
入 札 日 平成23年７月28日

工 事 名 安井宿地区造成工事（２工区）

工事場所 八頭町安井宿

所 管 課 建設課

落札金額 12,191,550円（税込み）

落札業者 株式会社 森下工業

自転車運転中の
傘差し・携帯電話の使用等に罰則
本年10月1日から鳥取県道路交通法施行細

則の一部改正が施行されます。

次に挙げる違反行為を行うと、5万円以下

の罰金となります。

○自転車運転中の傘差し

○自転車運転中の携帯電話の使用等

○有効な警音器を備えていない自転車の運転

自転車の危険な運転が目立ちます。みなさ

んが安全な乗り方をして、悲惨な事故をなく

しましょう！

問い合わせ先 郡家警察署 緯72－0110
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(＋8)世帯5,947世帯数八頭町の
世帯数と人口

８月１日現在
（ ）内は前月比

(＋2)人19,005総人口
(＋3)人9,174男
(－1)人9,831女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

82歳(新興寺)藤田 昭三7月17日

94歳(上万代寺)松田 ます18日

62歳(万代寺)林 洋子18日

84歳(市 谷)山 政惠26日

90歳(上 野)岩見よし惠28日

94歳(安井宿)澤田多賀枝31日

89歳(三 浦)倉見 銅雄8月04日

84歳(下 野)浦林美代子5日

69歳(奥 谷)上川美智枝5日

82歳(上 町)上月きし枝12日

ひとのうごき 平成23年８月15日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

裕 樹・はるな(日下部)木原 佑斗
ゆう と

7月12日

琢 磨・裕 美(郡家東区)山本 絆
きずな

18日

明 ・ひと美( 宝 )藤田千梨奈
せ り な

21日

和 孝・優 美(稲 荷)細田 颯
そう

24日

賢 一・無 美(南ヶ丘)坂口ひまり25日

芳 志・富美恵(福 井)垣田 陽向
ひなた

28日

秀 明・由 香(水 口)岸本 煌愛
こうあ

8月2日

卓 弥・真理子(船岡殿)齋藤 学
まなぶ

3日

崇 史・裕 子(郡家北区)藤内 志帆
し ほ

6日

錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆

今月の休場日は９月16日（金）です。
詳しくは、因幡霊場（緯0857－51－8320）へ

因幡霊場の休場日

総合相談（人権・行政・心配事）

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で

相談をお受けします。秘密は固く守られま

す。お気軽にご相談ください。

日 時 ９月12日（月）13：30～16：00

会 場 郡家･船岡･丹比地区公民館の3カ所

問い合わせ先 人権推進課 緯72－3976

国民健康保険（第２期分）
完納にご協力をお願いします

の納付月です

9月は…

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月月月月月月月11111111111111110000000000000000日日日日日日日日日日日日日日日日はははははははははははははははは毎月10日は

｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢ノノノノノノノノノノノノノノノノーーーーーーーーーーーーーーーーレレレレレレレレレレレレレレレレジジジジジジジジジジジジジジジジ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋デデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーー｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣でででででででででででででででで｢ノーレジ袋デー｣ですすすすすすすすすすすすすすすすす

行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、交通事故、帰化・

在留許可等の手続きなど（行政書士対応）

日 時 ９月10日（土）10：30～15：00

※当日受付、先着順

会 場 県立図書館２階 小研修室

問い合わせ先 鳥取県行政書士会事務局

緯0857－24－2744

多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等の法律専門家による、

無料の面接相談。事前に予約が必要です。

日 時 ９月21日（水）13：30～16：00

会 場 鳥取県庁

申し込み 鳥取県消費生活センター

問い合わせ先 緯0857－26－7605

*OGPSNBUJPO
弁護士による「女性のためのなんでも相談」
女性の抱えるさまざまな問題（ＤＶ・遺産

相続・金銭問題・夫婦問題等）の解決のため

に弁護士が無料で法律相談に応じます。

日 時 10月７日（金）13：30～16：30

会 場 男女共同参画センター「かがやき」

※事前予約制、先着５名（1人30分程度）

予 約 男女共同参画センター緯84－2361
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Information

　日本では客室乗務員は依然として女性の憧
れの職業の上位にあります。これは戦後の日
本の航空会社の客室乗務員が若い女性のみで、
語学堪能・知的で華やかなイメージが、今も
残っているためだと思われます。
　一方、旅客機の歴史の古い欧米では、憧れ
の職業ではなく、乗客の側も客室乗務員に美
しさや華やかさ、過度なサービスも求めませ
ん。ですので、大柄な方や中年の方、あるい
はマッチョな男性も客室乗務員としてよく見
かけます。
　日本も、性別によって職業イメージを固定
化するのではなく、それぞれの能力に合った
職業を選択する時代が来ています。
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再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

男女共同参画啓発シリーズ�

固定的なイメージからの脱却
　

　「五体不満足」の作者として著名な乙
武洋匡さんをお迎えして「八頭町男女共
同参画フェスティバル＆子育て講演会」
を開催します。
　入場は無料ですが、入場整理券が必要
です。
（10月３日（月）から町内の公共施設等で配布）

日　時　10月23日(日)
　　    　14：15 ～開会行事
　　　　　14：45 ～子育て講演会

場　所　八東体育文化センター

演　題　「チャレンジ精神を忘れずに」  

講　師　乙武　洋匡  

予告予告

子育て講演会のお知らせ

おとたけ　   ひろただ

プロフィール
　大学在学中、自身の経験をユーモラスに綴っ
た『五体不満足』（講談社）が500万部を超す大
ベストセラーになる。
　大学卒業後は、「スポーツの素晴らしさを伝え
る仕事がしたい」との想いからスポーツライター
として様々な媒体で執筆。
　2007年から３年間、杉並区の小学校教諭として
勤務し、3・4年生を担任した。現在は、メディア
を通して教育現場で得た経験を発信していく活動
を柱としている。

主　催：八頭町・八頭町男女共同参画フェスティ
バル実行委員会・父親の育児講座実行
委員会・八頭町小中ＰＴＡ連絡協議会

問い合わせ先：八頭町男女共同参画センター
　　　　　　　「かがやき」　☎ 84－2361

八頭町男女共同参画フェスティバル＆八頭町男女共同参画フェスティバル＆




